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●キャッシュ・フロー
顧客や社会のニーズを捉え、
新用途を開拓します。

財務資本 新需要

新領域（事業）

企業価値

顧客満足

人財成長

雇用創出

納税

利益還元

社会貢献

Support    & Management
ガバナンス コンプライアンス 人財育成 安全衛生 製品管理 環境保全

CO2 有機溶剤

排水 産業廃棄物

●拠点
●システム

●インフラ
●原材料

製造資本

●技術　●知的財産　●ブランド

知的資本

●リーダーシップ
●知識・スキル

●多様性

人的資本

●顧客
●調達先

●行政機関
●株主・投資家

● 地域
 コミュニティ

社会関係性

●原料　●エネルギー　●水

自然資本

マーケティング
Inputs Outcomes事業活動　　Outputs

技術の複合により、シートやフィルムに
価値（機能）を加えた製品を開発します。

合成・配合 塗工・積層 複合化 加工

R&D

製造

粘着
技術

塗工
技術

原材料
調達

製品
供給

高分子
分析・評価

技術

高分子
機能制御

技術

重要課題中期経営計画 
Nitto-2017

ビジネス 
モデル

Nittoグループおよびステークホ
ルダー双方の視点から、重要課題
を抽出します。（右図参照）

既存の事業領域において売上と利益の最大化を図
りながら、グローバル・ニッチ・トップ™やエリア・
ニッチ・トップ™戦略に沿った製品を拡充します。
また、グリーン（環境関連）、クリーン（新エネル
ギー関連）、ファイン（ライフサイエンス関連）の領
域では、多軸化戦略を中心に新たなテーマを推進
します。
この成長戦略を支える投資計画として、3年間で
設備投資2,000億円、M＆Aや環境対策等の戦略
的投資1,500億円の合計3,500億円を予定して
います。

「事業の成長」と一体化した「質の向上」を目指し
ます。安全を最優先する考えの下、垣根の無い生
産性改革を推進します。

多様な人財が、個々のスキルを最大限に発揮し
て世界中で活躍できる仕組み作りを推進します。

GRIガイドラインなどを参考に、
企業報告として取り上げる重要
課題をCSR委員会で決定します。

重要な経営課題は、経営会議体に
おいて審議の上、中期経営計画な
どに盛り込みます。

各部門会議、委員会で絞り込んだ
専門分野の重要課題は、予算審議
会で承認を得てそれぞれの方針
や活動計画に反映されます。

重要課題の抽出

経営に関わる 
重要課題の特定

専門分野の 
重要課題の特定

レポーティングの 
重要課題の特定

調達先
協力会社

従業員と
その家族

株主
個人・機関
投資家

顧客
技術 製造

販売 管理

経営

Nittoグループの視点 ステークホルダーの視点

重要課題の抽出

地域社会

地球環境

NPO/NGO

行政機関

Nittoグループでは、次のようなプロセスを経て重要課題を特定しています。【中期経営計画の3つの重点項目】 投資計画（3,500億円） 成長戦略 ＋

グリーン（環境）・
クリーン（新エネルギー）・
ファイン（ライフサイエンス）
領域の多軸展開
M&Aの積極的活用

GNT・ANT製品創出

既存領域での
売上・利益最大化

2014年度
実績

2015年度
計画

2017年度
計画

2018
（100年企業）

1,067億円

8,252億円

営業利益

売上高

営業利益

1,200億円

売上高

営業利益

売上高
8,700億円

1,350億円

1兆円

Nitto-
2017

戦略的投資枠 1,500億円

● M&A
● 新規事業の促進
● 環境対策

設備投資 2,000億円

● 事業の成長
● 研究開発の促進
● 経営基盤の整備と強化

成長戦略を機敏な
投資行動で支える

〈事業の成長〉

〈質の向上〉

〈人財の成長〉

GNT ：グローバル・ニッチ・トップ、ANT：エリア・ニッチ・トップ


